
ウィリアム・バード中期の楽譜出版活動におけるこ面性
一一楽譜受容に対する意識とカトリック信仰一一

ウ
ィ
リ
ア
ム
バ

I
ド
中
期
の
楽
譜
出
版
活
動
に
お
け
る
二
面
性

l
l楽
譜
受
容
に
対
す
る
意
識
と
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
|
|

• 

序
作
曲
家
に
と
っ
て
、
自
ら
の
作
品
を
楽
譜
と
し
て
印
刷
・
出
版
し
、
さ
ら
に

は
広
く
販
売
す
る
と
い
う
行
為
は
、
い
か
な
る
意
味
を
持
つ
の
か
。
そ
う
し
た

活
動
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
始
ま
る
の
は
、
日
世
紀
も
末
に
な
っ
て
の
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
際
、
楽
譜
出
版
の
普
及
に
最
も
深
く
関
与
し
た
の
は
、

エ
リ
ザ
ベ
ス

朝
に
お
け
る
周
知
の
作
曲
家
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
パ

l
ド

(tsz-g尽
昇
尽
き

頃
1
E
N
M
)
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

バ
ー
ド
は
、
当
時
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
作
曲
家
と
し
て
は
最
も
名
誉
あ
る
王

{
l
)
 

室
礼
拝
堂
の
音
楽
家
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、

1
5
7
5年
に
は
、
エ
リ
ザ
ベ
ス

い(女
る.t.王

り E
aト沼茎 炉~

利 S
I戸 I

o、っ。
でとう

ノf 品、

L2 
1宅語

出
権問
利?を
のい

有里
効 る
期 独
自占
毛警
る iE
21 i 
支 2
5 れ
Z1 て

ー
ま
)
も
の
問
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
の
楽
譜
出
版
を
統
制
す
る
立
場
に
た
っ
。

バ
ー
ド
は
さ
ら
に
、
自
ら
活
発
な
創
作
と
出
版
活
動
を
行
な
い
、
生
涯
を
通
じ

能

登

原

由

美

て
日
冊
も
の
自
作
楽
譜
集
を
出
版
し
た
(
次
頁
表
参
照
)
。
こ
の
数
は
、
管
見
の

及
ぶ
限
り
、
パ

l
ド
と
同
時
代
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
活
動
し
た
作
曲
家
の
楽
譜

出
版
数
と
し
て
は
最
も
多
い
。
当
時
の
楽
譜
出
版
の
普
及
に
、
パ

i
ド
が
最
も

深
く
関
わ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
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パ
l
ド
は
生
涯
を
通
じ
て
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

当
時
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
、
国
王
を
首
長
と
す
る
新
し
い
英
国
国
教
会
が
樹
立

さ
れ
た
ば
か
り
で
、
こ
の
宗
教
改
草
の
結
果
、
教
会
で
演
奏
さ
れ
る
音
楽
も
様
々

(
3
)
 

な
変
化
を
蒙
っ
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
英
国
国
教
会
典
礼
で
は
、
ミ
サ
が
簡

略
化
さ
れ
、
ラ
テ
ン
語
で
は
な
く
英
語
の
歌
調
を
用
い
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
た
。
ま
た
歌
詞
の
内
容
が
聞
き
取
り
ゃ
す
い
よ
う
、
言
葉
の
一
音
節
に
対
し

て
一
音
だ
け
を
当
て
は
め
た
音
楽
が
要
求
さ
れ
た
。
英
国
国
教
会
典
礼
を
奉
じ

る
王
室
礼
拝
堂
音
楽
家
で
あ
っ
た
パ

l
ド
も
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
り
な
が

ら
、
こ
う
し
た
新
し
い
典
礼
の
た
め
の
音
楽
創
作
と
演
奏
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
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国
教
会
典
礼
を
遵
守
し
・
な
い
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
に
は
、
裁
判
所
へ
の
出
頭
や

罰
金
な
ど
の
処
罰
が
与
え
ら
れ
た
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
る
パ

l
ド
が
王

室
礼
拝
堂
音
楽
家
に
任
命
さ
れ
て
い
る
事
実
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

エ
リ
ザ

ベ
ス
女
王
自
身
、
治
世
前
半
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
に
寛
容
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

女
王
は
生
涯
を
通
じ
て
音
楽
や
舞
踊
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
た
め
、
優
れ
た
作
曲

家
と
認
め
ら
れ
て
い
た
パ

l
ド
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
り
な
が
ら
も
楽
譜

出
版
に
関
す
る
独
占
権
が
与
え
ら
れ
る
な
ど
の
厚
遇
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
パ

l
ド
は
楽
譜
出
版
に
関
す
る
独
占
権
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る

が
、
回
世
紀
後
半
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
楽
譜
出
版
は
い
ま
だ
リ
ス
ク
の
大

き
な
事
業
で
あ
っ
た
。
実
際
、
パ

l
ド
が

1
5
7
5年
に
初
め
て
出
版
し
た
処

女
楽
譜
集
、
『
宗
教
的
と
い
わ
れ
る
内
容
の
歌
」

(
P
E
S
F
宝
2

S

b
a
t
s
s
s
s
q
b
5
s
gミ
5
5司
い
『
宗
教
歌
』
と
略
)
も
失
敗
に
終
わ
っ
て

(4) 

い
る
。
こ
う
し
た
楽
譜
出
版
に
伴
う
リ
ス
ク
へ
の
危
倶
は
、
以
後
の
パ

l
ド
の

活
動
に
も
影
響
し
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
が
こ
の
失
敗
の
後
、
楽
譜

出
版
を
再
開
す
る
の
は
、

ロ
年
余
り
も
経
た

1
5
8
8年
に
な
っ
て
の
こ
と
な

の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

1
5
8
8年
に
、
『
詩
編
、
ソ
ネ
ッ
ト
、
悲
し
み
と

敬
鹿
の
歌
曲
集
』
(
虫
色

~sa--P誌
な
き
h

二
ghh
久

M
U

むを

g
bミ
担
問
H
h
n
-
u
∞∞

一
『
詩
編
:
・
」
と
略
)
を
、
翌
1
5
8
9年
に
、
「
く
さ
ぐ
さ
の
歌
』

2
2官
ミ

MU
ミ
号
、
EHR『
3
-
u∞
汗
『
歌
』
と
略
)
を
出
版
す
る
。
し
か
も
こ
の
『
詩
編

:
・
』
と
『
歌
』
に
は
、
「
宗
教
歌
』
の
失
敗
を
繰
り
返
す
ま
い
と
い
う
彼
の
配
慮

が
読
み
取
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
論
で
詳
述
す
る
と
お
り
、
両
楽
譜
集
に
は
、

バードの楽譜出版活動

ラテン語による声楽曲集 出版年 英語による声楽曲集

Cantiones， quae ab argumento sacrae vocantur <r宗教歌J) 1575 

1588 Psalmes，SOFters&(S『o詩n!l編s 
-・・J)

Liber primus sacrarum cantionum (r宗教声楽曲集 1J) 1589 Songs of Sundrie Natures.. 
(r歌J)

Liber secundus sacrarum cantionum (r宗教声楽曲集2J) 1591 

[Mass for 4 Voyces] <r 4芦のためのミサJ) 1592-93 

[Mass for 3 Voyces] (r 3声のためのミサJ) 『ミサjと 1593-94 
総称

[Mass for 5 Voyces] <r 5戸のためのミサJ) 1594-95 

Gradualia <rグラドゥアリア 1J) 1605 

Gradualia，…liber secundus <rグラドゥアリア 2J) 1607 

1611 Psalm(fe詩s，編SO，Ft歌fs，，and Sonnets 
ソネット集J)
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で
き
る
だ
け
広
い
楽
譜
受
容
者
の
獲
得
を
目
指
す
パ

l
ド
の
意
図
が
顕
著
に
見

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
『
詩
編
・
:
」
や
「
歌
』
に
見
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
性
格

l
l

楽
譜
受
容
者
を
意
識
し
た
、

い
わ
ば
世
間
に
迎
合
的
、
そ
の
意
味
で
「
世
俗
的
」

な
性
格
l
l
l
は
、
パ

l
ド
の
楽
譜
出
版
活
動
の
全
体
か
ら
見
る
と
、
例
外
的
・

過
渡
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
の
楽
譜
出
版
活
動
は
全
体
と
し
て
、
上
述
し
た

彼
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
に
根
差
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、

前
出
の
楽
譜
集
、
『
宗
教
歌
」
か
ら
し
て
す
で
に
、
全
編
ラ
テ
ン
語
に
よ
る
宗
教

声
楽
曲
集
で
あ
り
、
強
い
カ
ト
リ
ッ
ク
的
色
彩
を
湛
え
て
い
た
。
さ
ら
に

1
5

9
2年
以
降
|
|
本
稿
で
は
こ
れ
を
彼
の
楽
譜
出
版
活
動
に
お
け
る
「
後
期
」

と
呼
ぶ
ー
ー
に
な
る
と
、
バ
ー
ド
は
も
っ
ぱ
ら
明
確
に
カ
ト
リ
ッ
ク
典
礼
を
意

図
し
た
作
品
ば
か
り
を
出
版
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
各
々

4
、

5
、
6
声
の
た
め
に
書
か
れ
た

3
冊
の
『
ミ
サ
』

(
-
3
N
I
S
-
-
S凶

l
E
-

(5) 

-
u
E
1
S
)
と、

2
冊
の
『
グ
ラ
ド
ゥ
ア
リ
ア

1
・
2
』
(
守
色
E
E
-
-
。8
・

(6) 

E
S
)
が
そ
れ
で
あ
る
。

本
稿
が
対
象
と
す
る
の
は
、

い
ま
だ
こ
う
し
た
後
期
の
明
確
に
カ
ト
リ
ッ
ク

的
な
出
版
活
動
に
至
ら
な
い
時
期
、
す
な
わ
ち
パ

l
ド
が
『
詩
編
:
・
」
に
よ
り

楽
譜
出
版
を
再
開
す
る

1
5
8
8年
か
ら
、
後
期
の
『
ミ
サ
』
出
版
直
前
の

1

5
9
1年
ま
で
の

4
年
間
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
を
、
彼
の
楽
譜
出
版
活
動

に
お
け
る
「
中
期
」
と
呼
ぶ
。
本
稿
の
最
終
的
な
目
的
は
、
す
で
に
こ
の
中
期

に
す
ら
、
パ

l
ド
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
が
様
々
な
形
で
現
れ
て
い
た
事
実
を
示

す
こ
と
に
あ
る
。

考
察
は
以
下
の
手
順
で
行
な
う
。
最
初
に
、
同
時
代
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お

け
る
楽
譜
出
版
活
動
の
一
般
的
風
潮
を
述
べ
、
そ
れ
を
パ

l
ド
の
楽
譜
出
版
活

動
の
全
体
的
傾
向
と
対
比
す
る
こ
と
で
、
パ

l
ド
の
楽
譜
出
版
活
動
の
カ
ト
リ

ツ
ク
性
を
概
説
す
る
。
続
い
て
、
中
期
に
出
版
さ
れ
た
他
の

2
冊
の
楽
譜
集
、

「
宗
教
声
楽
曲
集
1
・
2
』
(
じ
~vqhU3.sE¥旬
町
内

E
E
S
h
a
n
g
g
S
町

民

主

S
R
R

5
s・
5
2
)
を
取
り
上
げ
る
。
こ
れ
ら
は
ラ
テ
ン
語
を
用
い
て
お
り
、
題
名
か

ら
も
明
ら
か
な
通
り
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
へ
の
傾
斜
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
中
期
に
も
す
で
に
、
後
期
の
純
カ
ト
リ
ッ
ク
的
な

楽
譜
集
(
『
ミ
サ
」
『
グ
ラ
ド
ゥ
ア
リ
ア

1
・
2
』
)
の
先
駆
が
見
ら
れ
る
こ
と
を

示
す
。
そ
の
上
で
、
同
じ
く
中
期
の
『
詩
編
:
・
」
と
『
歌
』
の
分
析
に
移
る
。
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ま
ず
両
楽
譜
集
が
、

一
見
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
と
は
背
反
す
る
、
迎
合
的

世

俗
的
」
性
格
を
持
つ
楽
譜
集
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
し
か
し
本
稿
が
強

調
す
る
の
は
、
そ
う
し
た
広
い
受
容
を
目
指
す
『
詩
編
:
・
」
と
『
歌
』
に
お
い

て
す
ら
、
詳
し
く
分
析
す
る
な
ら
ば
、
や
は
り
パ

l
ド
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
が

読
み
取
れ
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
の
、
パ

l
ド
中
期
の
楽
譜
出
版
活
動
が

持
つ
二
面
性
(
よ
り
広
い
楽
譜
受
容
に
対
す
る
意
識
と
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
)
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
彼
の
活
動
は
全
体
と
し
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
社
会

の
中
に
あ
り
な
が
ら
、
強
い
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
に
貫
か
れ
て
い
た
こ
と
が
最
終

的
に
示
さ
れ
よ
う
。
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バ
ー
ド
の
楽
譜
出
版
活
動
概
観

|
|
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
に
根
差
し
た
特
異
な
活
動
ー
ー

こ
こ
で
は
ま
ず
、
パ

l
ド
の
楽
譜
出
版
活
動
が
全
般
的
に
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰

に
根
差
し
て
い
た
こ
と
を
概
説
し
、
さ
ら
に
そ
れ
が
同
時
代
の
作
曲
家
と
比
べ

て
特
異
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
た
い
。

1

・1

同
世
紀
末
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
楽
譜
出
版

|
|
イ
タ
リ
ア
世
俗
音
楽
と
英
語
に
よ
る
歌
詞
の
流
行
|
|

バ
ー
ド
が
中
期
の
楽
譜
集
、
『
詩
編
・
:
」
、
『
歌
』
、
『
宗
教
声
楽
曲
集
1
・
2
』

を
出
版
し
た
凶
世
紀
の
末
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
出
版
さ
れ
た
楽
譜
集
の
大
半
は
、

マ
ド
リ
ガ
ル
や
カ
ン
ツ
ォ
ネ
ッ
ト
な
ど
、
イ
タ
リ
ア
到
来
の
世
俗
声
楽
曲
の
影

(8} 

響
を
受
け
て
い
た
。
筆
者
の
調
査
に
よ
る
と
、
バ
ー
ド
が
楽
譜
出
版
を
再
開
し

た
1
5
8
8年
か
ら
、

1
6
0
0年
に
至
る
日
年
間
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は

(9} 

刊
冊
の
楽
譜
集
が
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
マ
ド
リ
ガ
ル
や
カ
ン
ツ
ォ

ネ
ッ
ト
と
い
っ
た
、
イ
タ
リ
ア
世
俗
声
楽
様
式
を
持
つ
曲
を
中
心
に
編
纂
さ
れ

(
叩
)

た
楽
譜
集
は
、
四
冊
に
も
の
ぼ
る
。
こ
う
し
た
イ
タ
リ
ア
世
俗
音
楽
の
流
行
は
、

(
日
)

す
で
に
回
世
紀
末
ま
で
に
は
確
実
に
広
ま
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
で
出
版
さ
れ
る
イ
タ
リ
ア
風
世
俗
声
楽
曲
の
先
駆
け
と
な
っ
た
、
英
訳
さ
れ

た
イ
タ
リ
ア
の
マ
ド
リ
ガ
ル
選
集
『
ア
ル
プ
ス
の
向
こ
う
の
音
楽
』
(
ミ
E
h
g

H
5
5
a守九
ab--u∞
∞
)
の
記
述
に
も
、

1
5
8
8年
の
時
点
で
イ
タ
リ
ア
世
俗
音

楽
が
広
ま
っ
て
い
た
様
子
が
見
て
取
れ
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
編
纂
者
は
、
彼
の

家
に
演
奏
の
た
め
集
ま
る
人
々
の
間
で
、
「
イ
タ
リ
ア
や
そ
の
他
の
都
市
か
ら
毎

年
送
ら
れ
て
く
る
楽
譜
集
」
が
好
評
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
外
国
語

を
解
さ
な
い
人
々
の
た
め
に
、
英
訳
さ
れ
た
楽
譜
集
が
必
要
だ
と
主
張
す
る
の

(ロ)

で
あ
る
。

さ
ら
に
、
『
ア
ル
プ
ス
の
向
こ
う
の
音
楽
」
の
編
者
も
い
う
よ
う
に
、
当
時
の

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
英
語
の
楽
譜
集
が
一
層
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。
実
際
、

日
世
紀
末
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
出
版
さ
れ
る
楽
譜
集
に
は
、
全
体
と
し
て
英
語

の
歌
詞
を
持
つ
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
。
先
に
挙
げ
た
却
冊
の
う
ち
、
声
楽
曲

集
訂
冊
の
中
で
英
語
の
歌
詞
を
持
つ
も
の
は
出
冊
に
も
の
ぼ
る
の
で
あ
る
(
筆
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者
の
調
査
に
基
づ
く
。
残
り
の

6
冊
は
ラ
テ
ン
語
の
歌
詞
に
よ
る
)
。

'
E
・
内
正

ラ
テ
ン
語
宗
教
声
楽
曲
を
中
心
と
す
る
パ

l
ド
の

カ
ト
リ
ッ
ク
的
楽
譜
出
版

こ
う
し
た
傾
向
は
、
口
世
紀
に
入
っ
て
も
、
少
な
く
と
も
最
初
の
四
半
世
紀

の
聞
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
の
趨
勢
か
ら
見
る
と
、

パ
l
ド
の
楽
譜
出
版
活
動
は
特
異
で
あ
る
。
先
の
表
に
示
し
た
と
お
り
、
パ
ー

ド
が
出
版
し
た
日
冊
の
楽
譜
集
の
う
ち
、
英
語
の
歌
詞
に
よ
る
楽
譜
集
は

3
冊

の
み
で
、
残
り

8
冊
は
全
て
ラ
テ
ン
語
の
歌
詞
に
よ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
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れ
ら
の
ラ
テ
ン
語
の
歌
詞
を
用
い
た
声
楽
曲
集
8
冊
は
全
て
、
聖
書
を
題
材
に

す
る
な
ど
宗
教
的
な
歌
詞
を
持
つ
曲
か
ら
な
る
。
無
論
、
王
室
礼
拝
堂
音
楽
家

と
し
て
英
国
国
教
会
の
典
礼
音
楽
を
作
曲
す
る
立
場
に
あ
っ
た
パ

l
ド
は
、
英

国
国
教
会
の
典
礼
音
楽
も
当
然
数
多
く
作
曲
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち

楽
譜
集
と
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
は
皆
無
な
の
で
あ
る
。

バ
ー
ド
の
楽
譜
出
版
が
ラ
テ
ン
語
宗
教
声
楽
曲
に
偏
っ
た
背
景
に
は
、
彼
の

カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
。
バ
ー
ド
が
出
版
し
た
ラ
テ
ン
語

の
宗
教
声
楽
曲
集
全
8
冊
の
う
ち
、
カ
ト
リ
ッ
ク
典
礼
音
楽
の
要
素
を
最
も
明

確
に
伴
う
の
は

3
冊
の
『
ミ
サ
」
と
『
グ
ラ
ド
ゥ
ア
リ
ア

1

・
2
』
の
計
5
冊

(U) 

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
楽
譜
集
が
出
版
さ
れ
る
の
は
、
バ
ー
ド
が
カ
ト
リ
ッ
ク
貴

族
の
ピ

1
タ
男
爵
(
同

O
E
F
5・
切
白
『

S
F
5
え
巧
岳
円
-
P
広
告
ム
岳
凶
)
の
領

地
へ
移
住
す
る

1
5
9
3
年
頃
か
ら
で
あ
っ
た
。
実
際
、
そ
の
創
作
の
ね
ら
い

も
、
ピ
l
タ
男
爵
の
館
で
秘
密
裏
に
行
な
わ
れ
て
い
た
カ
ト
リ
ッ
ク
典
礼
を
意

{
日
)

図
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
1
5
7
0年
代
後
半
か
ら
カ
ト
リ

ツ
ク
教
徒
に
対
す
る
弾
圧
が
激
し
く
な
っ
て
い
た
当
時
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、

カ
ト
リ
ッ
ク
典
礼
を
行
な
う
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
女
王
か

ら
楽
譜
の
出
版
に
関
す
る
独
占
桂
を
与
え
ら
れ
る
な
ど
特
別
の
恩
恵
を
受
け
て

い
た
パ

l
ド
で
さ
え
、
こ
れ
ら
の
典
礼
を
意
図
し
た
楽
譜
集
を
出
版
す
る
こ
と

(
日
)

は
危
険
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
出
版
し
た
と
い
う
事
実
は
、

バ
ー
ド
の
楽
譜
出
版
活
動
に
彼
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
が
強
く
反
映
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
示
す
と
い
え
る
。

時
代
の
風
潮
か
ら
す
れ
ば
特
異
な
こ
う
し
た
パ

l
ド
の
楽
譜
出
版
活
動
の
傾

向
を
踏
ま
え
、
次
に
本
稿
が
考
察
の
対
象
と
す
る
中
期
の
楽
譜
集
を
見
て
み
よ

ぅ
。
ま
ず
次
節
に
お
い
て
、
ラ
テ
ン
語
の
宗
教
声
楽
曲
集
、
『
宗
教
声
楽
曲
集

ー・

2
」
を
取
り
上
げ
る
。
そ
こ
に
は
パ

l
ド
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
が
比
較
的

明
瞭
に
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

2 

「
宗
教
声
楽
曲
集
1

・2
』
に
表
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
信
何

な
る
ほ
ど
『
宗
教
声
楽
曲
集
l・

2
」
は
、
後
の
「
ミ
サ
」
や
『
グ
ラ
ド
ゥ

ア
リ
ア

1
・
2
』
の
よ
う
に
明
確
に
カ
ト
リ
ッ
ク
典
礼
を
意
図
し
た
歌
詞
を
持

つ
わ
け
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
そ
こ
に
カ
ト
リ
ッ
ク
信
何
が
反
映
し
て
い
る

31 

こ
と
は
、
歌
詞
の
内
容
、
及
び
そ
の
被
献
呈
者
を
見
る
こ
と
で
示
す
こ
と
が
で

き
る
。
以
下
、
そ
の
順
に
述
べ
た
い
。

円

4

・'
1

歌
詞
選
択
に
見
ら
れ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰

|
|
カ
l
マ
ン
に
よ
る
分
析
|
|

こ
こ
で
は
、
『
宗
教
声
楽
曲
集
l
・
2
』
に
お
い
て
パ

l
ド
が
選
択
し
た
歌
詞

の
内
容
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
カ
l
マ
ン

に
よ
る
分
析
を
取
り
上
げ
る
。
カ
l
マ
ン
の
分
析
は
、
『
ミ
サ
」
や
『
グ
ラ
ド
ゥ
ア

リ
ア

1
・
2
』

の
み
な
ら
ず
、
そ
の
他
の
ラ
テ
ン
語
宗
教
芦
楽
曲
集
に
も
パ

1
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ド
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
が
表
れ
て
い
る
こ
と
を
初
め
て
明
瞭
に
し
た
点
で
意
義

(
問
)

深
く
、
現
在
ま
で
代
表
的
な
研
究
者
に
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
そ
の
概
略

を
紹
介
し
た
い
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
作
曲
家
が
各
自
の
モ
テ
ト
(
ラ
テ
ン
語
の
宗
教

声
楽
曲
)

の
歌
詞
選
択
を
自
由
に
行
な
い
始
め
た
の
は
、
パ

l
ド
や
そ
の
同
世

代
人
か
ら
で
あ
っ
た
と
カ

l
マ
ン
は
い
う
。
そ
の
上
で
カ

l
マ
ン
は
、
バ
ー
ド

の
行
な
っ
た
モ
テ
ト
の
歌
詞
の
選
択
に
、
当
時
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
不
遇
な
扱
い

を
受
け
て
い
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
と
し
て
の
パ

l
ド
の
個
人
的
心
情
を
見
る
。

と
り
わ
け
『
宗
教
声
楽
曲
集
1
・
2
」
に
は
、
彼
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
を
示
唆

す
る
歌
詞
を
持
つ
曲
が
多
く
含
ま
れ
る
。
例
え
ば
、
そ
の
第
2
巻
に
掲
載
さ
れ

た
全
日
曲
の
モ
テ
ト
の
う
ち
、
実
に

6
曲
が
、

エ
ル
サ
レ
ム
の
荒
廃
や
パ
ピ
ロ

ニ
ア
捕
囚
、

エ
ジ
プ
ト
捕
囚
を
テ
l
マ
と
す
る
歌
詞
を
持
つ
。
こ
れ
ら
の
内
容

は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
よ
っ
て
抑
圧
さ
れ
た
当
時
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
カ
ト

リ
ッ
ク
の
境
遇
を
暗
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
カ

l
マ
ン
は
解
釈
す
る
。
あ
る
い

は
、
同
じ
『
宗
教
声
楽
曲
集
l
・
2
」
に
一
曲
ず
つ
見
ら
れ
る
殉
教
を
テ
l
マ

と
す
る
モ
テ
ト
も
、

1
5
7
0年
代
以
降
激
し
く
な
っ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
弾
圧
に

よ
っ
て
多
く
の
殉
教
者
を
出
し
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の
心
情
を
映

す
と
カ

l
マ
ン
は
見
る
。
さ
ら
に
、
『
宗
教
声
楽
曲
集
1
・
2
』
に
各
々

2
曲
ず

つ
含
ま
れ
る
神
の
到
来
を
告
げ
る
内
容
の
モ
テ
ト
は
、
虐
げ
ら
れ
た
カ
ト
リ
ッ

(
初
)

ク
教
徒
の
切
な
る
願
い
の
表
れ
で
あ
る
と
も
い
う
。
確
か
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
、

一
般
に
回
世
紀
の
作
曲
家
は
、
除
震
な
気
分
を

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
問
わ
ず
、

表
現
す
る
歌
詞
を
好
ん
で
取
り
上
げ
た
。
し
か
し
、
「
宗
教
声
楽
曲
集
1
・
2
』

に
お
い
て
、
抑
圧
や
そ
こ
か
ら
の
解
放
に
関
わ
る
テ
l
マ
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に

多
く
見
ら
れ
る
と
い
う
事
実
は
、
バ
ー
ド
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
の
表
明
だ
と
カ

ー
マ
ン
は
結
論
す
る
の
で
あ
る
。

無
論
、
ヵ

l
マ
ン
が
取
り
上
げ
た
歌
詞
の
多
く
は
、
聖
書
の
詩
勾
か
ら
抽
出

さ
れ
た
も
の
で
、
パ

l
ド
の
自
作
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
パ

l
ド
が
選
択
し
た

歌
詞
の
内
容
に
、
特
殊
カ
ト
リ
ッ
ク
的
な
心
情
を
確
実
に
読
み
込
む
に
は
、
さ

(
幻
)

ら
に
多
く
の
資
料
に
よ
る
裏
づ
け
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
カ

l
マ
ン
の
解

釈
は
、
個
々
の
点
に
関
し
て
は
概
ね
妥
当
で
あ
り
、
と
り
わ
け
次
に
述
べ
る
よ

う
に
、
『
宗
教
声
楽
曲
集
1
・
2
』
が
誰
に
献
呈
さ
れ
た
か
を
見
る
こ
と
に
よ
っ

て
裏
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

32 

内

4
・

内

4

カ
ト
リ
ッ
ク
貴
族
へ
の
献
呈

『
宗
教
声
楽
曲
集
1
・
2
』
の
被
献
呈
者
は
、

い
ず
れ
も
カ
ト
リ
ッ
ク
貴
族
で

あ
っ
た
。
す
な
わ
ち

-
『
宗
教
声
楽
曲
集

1
」

(
1
5
8
9
)
・
:
第
四
代
ウ
ス
タ

l
伯
(
巴
者
恒
三

∞o
g
m
a
n
F
会

F
開
色
。
同
巧
。
円
n
S
R
-
5
u
o頃
1
5目、∞)

-
『
宗
教
声
楽
曲
集
2
』

(
1
5
9
1
)
:
・
ラ
ム
リ
l
卿(』

O
Z
E
E
-
4・
5
2

頃
1
5
0沼
)
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そ
し
て
パ

l
ド
が
カ
ト
リ
ッ
ク
貴
族
に
献
呈
を
行
な
っ
た
の
は
、
こ
の
『
宗

教
声
楽
曲
集
1
・
2
」
を
除
く
と
、
後
の
「
グ
ラ
ド
ゥ
ア
リ
ア

l
・
2
」
の
み

で
あ
る

-
「
グ
ラ
ド
ゥ
ア
リ
ア

1
』
(
1
6
0
5
)
・:ノ

l
サ
ン
プ
ト
ン
伯
(
国

g
q

z
oさ
白

a
・
明
白
円
】
O『

Z
o
a
-由自由
u
g
p
ロ
ム

{
}
1
-
Eム
)

(
幻
)

・
「
グ
ラ
ド
ゥ
ア
リ
ア

2
」
(
1
6
0
7
)
・:ピ

l
タ
男
爵

そ
れ
に
対
し
、
こ
れ
ら
以
外
の
彼
の
楽
詩
集
(
献
呈
文
を
持
た
な
い
『
ミ
サ
」

を
除
く
)
は
、
全
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
英
国
国
教
徒
、
宮
廷
の
要
職
に
就
く

人
々
に
献
呈
さ
れ
て
い
る

『
宗
教
歌
』

(
1
5
7
5
)
:
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王

-
『
詩
編
:
・
」

(
1
5
8
8
)
:
・
大
法
官
ク
リ
ス
ト
フ
ァ

l
・
ハ
ッ
ト
ン

(
【

U
F
ユ恒円。同

VVR
国
民
円

o
p
-
uム
{
)
1
2
)

-
「
歌
』

(
1
5
8
9
)
・
:
女
王
の
侍
従
ハ
ン
ス
ド
ン
男
爵
(
Z
g
々
の
ど
4
・

回
日
oロ
O
『
巴
己
ロ

a
o
p
-
U
M芯
1巾

w
m
F
)

-
「
詩
編
、
歌
、
ソ
ネ
ッ
ト
集
』

(
1
6
1
1
)
:
・
カ
ン
パ

l
ラ
ン
ド
伯

(FEn-M

(
幻
)

口
出
o
a・
開
h
w

円-。『

nzBσ
開
門
戸

g
a
-
-
U
3
1
3

こ
の
よ
う
に
、
パ

l
ド
が
楽
譜
集
を
献
呈
し
た
被
献
呈
者
8
人
の
う
ち
、
半

数
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
あ
り
、
バ
ー
ド
は
、
被
献
呈
者
を
選
ぶ
際
、
特
に
カ

ト
リ
ッ
ク
教
徒
ば
か
り
を
重
用
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
に
も
関
わ
ら
ず
、

い
ず

れ
も
カ
ト
リ
ッ
ク
の
被
献
呈
者
を
選
ん
で
い
る
点
で
、
す
で
に
『
宗
教
声
楽
曲

集
1
・
2
」
は
、
後
の
よ
り
明
確
に
カ
ト
リ
ッ
ク
的
な
『
グ
ラ
ド
ゥ
ア
リ
ア

l
・

2
」
に
通
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
よ
う
。

さ
ら
に
、
『
宗
教
声
楽
曲
集
1
・
2
』
の
被
献
呈
者
に
関
し
て
重
要
な
の
は
、

彼
ら
が
パ

l
ド
と
親
密
な
交
流
の
あ
る
人
物
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
『
宗
教
声
楽
曲
集
1
」
の
被
献
呈
者
は
、
ま
さ
し
く
そ
の
出
版
時

(
l

5
8
8
)
に
パ

l
ド
と
交
流
の
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

そ
の
被
献
呈
者
ウ
ス
タ
l
伯
は
、
後
に
パ

l
ド
の
有
力
な
パ
ト
ロ
ン
の
一
人
に

(M) 

な
る
が
、
パ

l
ド
と
ウ
ス
タ
l
伯
は
、
す
で
に
こ
の
楽
詩
集
が
出
版
さ
れ
た

1

33 

5
8
9
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
、
「
グ
ラ
ド
ゥ
ア
リ
ア

2
」
の
被
献
呈
者
で
や
は
り

カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
ピ

i
タ
男
爵
(
前
出
)
の
館
に
、
と
も
に
招
か
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
前
述
の
通
り
、
こ
の
ピ

l
タ
男
爵
の
所
に
パ

l
ド
が
移
り

住
ん
だ
後
、
彼
の
出
版
活
動
は
一
層
顕
著
に
カ
ト
リ
ッ
ク
的
に
な
る
の
で
あ
っ

た。
他
方
、
「
宗
教
声
楽
曲
集
2
」
の
被
献
呈
者
ラ
ム
リ
l
卿
の
場
合
、
確
か
に
パ

ー
ド
と
深
い
関
わ
り
の
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
決
定
的
な
証
拠
が
残
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
バ
ー
ド
が
彼
と
頻
繁
に
交
流
し
て
い
た
こ
と
は
、

そ
の
献
呈
文
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
パ

l
ド
は
次
の
よ
、
つ
に

い
う
。
「
あ
な
た
様
か
ら
頂
い
た
大
い
な
る
恩
義
を
忘
れ
る
こ
と
は
始
終
あ
り
ま
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せ
ん
。
あ
な
た
様
は
常
日
頃
か
ら
私
に
友
人
の
よ
う
に
接
し
て
く
だ
さ
り
、
私

に
と
て
も
親
切
で
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
あ
な
た
様
の
支
援
や
言
葉
は
、
音
楽
を

遂
行
す
る
上
で
常
に
大
き
な
助
け
と
な
っ
た
の
で
す
」
。

こ
う
し
た
献
呈
者
と
被
献
呈
者
の
親
密
な
間
柄
を
初
得
と
さ
せ
る
内
容
は
、

決
し
て
パ

l
ド
の
楽
譜
集
に
お
け
る
献
呈
文
の
全
て
に
共
通
す
る
も
の
で
は
な

ぃ
。
パ

l
ド
が
カ
ト
リ
ッ
ク
の
被
献
呈
者
に
対
し
て
、
通
常
以
上
の
親
近
感
を

抱
い
て
い
た
こ
と
は
、
例
え
ば
上
の
献
呈
文
を
、

3
冊
の
英
語
の
声
楽
曲
集
、

「
詩
編
・
:
」
、
『
歌
』
、
「
詩
編
、
歌
、
ソ
ネ
ッ
ト
集
」

(
3ミ
5
3
M円

g
h
h
a
ミ
MESS-

の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
被
献
呈
者
に
対
す
る
献
呈
文
と
比
較
す
る
と
一

層
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
ま
ず
『
詩
編
:
・
』
で
は
、
そ
も
そ
も
被
献
呈
者
か
ら
受

け
た
特
別
の
恩
義
に
対
す
る
言
及
す
ら
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
「
歌
』
と
『
詩
編
、

歌
、
ソ
ネ
ッ
ト
集
」
の
献
呈
文
で
も
、
た
だ
パ

l
ド
が
被
献
呈
者
か
ら
通
常
の

恩
義
を
受
け
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
短
い
文
章
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
『
歌
』
の
献
呈
文
で
は
、
「
私
に
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
御
厚
意

に
対
し
、
あ
な
た
様
を
深
く
尊
敬
致
し
ま
す
と
と
も
に
、
音
楽
に
お
け
る
音
符

(
幻
)

や
音
以
外
に
感
謝
の
念
を
提
供
で
き
る
も
の
は
私
に
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
と
い

わ
れ
る
の
み
で
あ
り
、
同
様
に
『
詩
編
、
歌
、

ソ
ネ
ッ
ト
集
」
の
献
呈
文
で
も
、

(
お
)

「
と
り
わ
け
私
に
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
光
栄
あ
る
御
厚
意
」
と
い
っ
た
、

短
い
謝
辞
し
か
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
、
『
宗
教
声
楽
曲
集
1
・
2
』
の
カ
ト
リ
ッ
ク
性
は
明
白
で
あ
り
、
後
に

パ
l
ド
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
る
一
段
と
カ
ト
リ
ッ
ク
的
な
楽
譜
出
版
は
、
す
で

に
中
期
に
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

3 

『
詩
編
:
・
」
と
『
歌
」
に
お
け
る
ニ
面
性

以
上
見
た
『
宗
教
声
楽
曲
集
1
・
2
」
と
は
異
な
り
、
同
じ
く
中
期
の
『
詩

編
:
・
』
と
『
歌
」
に
は
、
む
し
ろ
当
時
盛
ん
に
出
版
さ
れ
た
世
俗
的
な
声
楽
曲

集
の
要
素
が
強
く
表
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
パ

l
ド
は
、

1
5
7
5年
に
出

版
し
た
パ

l
ド
の
最
初
の
楽
譜
集
、
「
宗
教
歌
』
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
こ
と
で
、

次
に
ロ
年
の
ブ
ラ
ン
ク
を
お
い
て
は
じ
め
て
出
版
し
た
『
詩
編
・
:
」
と
『
歌
』

で
は
、
よ
り
確
実
に
多
く
の
楽
譜
受
容
者
の
獲
得
を
目
指
し
た
と
考
え
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
以
下
、
『
詩
編
・
:
』
と
『
歌
」
が
そ
の
よ
う
な
幅
広
い
楽
譜
受
容

34 

を
意
識
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
後
、
最
後
に
、
そ
れ

ら
に
お
い
で
す
ら
、
パ

l
ド
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
が
読
み
取
れ
る
こ
と
を
示
し

，.、‘

o

J
人

L
V

句

3

・'
I

幅
広
い
楽
器
受
容
へ
の
意
識

今

3

.

，，.，
E

タ
イ
ト
ル
・
序
文
・
構
成
|
|
多
様
性
に
富
む
性
格
|
|

ま
ず
、
パ

l
ド
が
『
詩
編
:
・
」
と
『
歌
』
に
お
い
て
楽
譜
受
容
層
の
拡
大
を

狙
っ
て
い
た
こ
と
を
、
第
一
に
タ
イ
ト
ル
や
序
文
に
見
ら
れ
る
彼
の
言
葉
か
ら
、

第
二
に
楽
詩
集
全
体
の
構
成
か
ら
確
認
し
よ
う
。
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バ
ー
ド
が
「
詩
編
:
・
』
や
「
歌
』
の
タ
イ
ト
ル
や
序
文
で
共
に
強
調
し
て
い

る
の
は
、
両
楽
譜
集
が
幅
広
い
内
容
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
「
く
さ
ぐ

さ
の
歌
」

(ωgm加
え
∞

E
E
o
Z包
E
『

g)
と
い
っ
た
そ
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
し

て
、
各
々
の
楽
譜
集
が
多
様
な
テ
l
マ
を
持
つ
音
楽
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
序
文
等
で
も
、
バ
ー
ド
は
そ
の

多
様
性
を
強
調
す
る
。
ま
ず
「
詩
編
:
・
』
の
読
者
へ
の
書
簡
で
は
、
「
あ
な
た
方

が
喜
ん
で
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
る
よ
う
、
様
々
な
種
類
の
音
楽
を
提
供
し
、
種
々

の
気
分
を
満
足
さ
せ
ま
す
。
祈
り
の
気
分
に
な
り
た
い
な
ら
詩
編
が
あ
り
ま
す
。

楽
し
い
気
分
に
な
り
た
い
な
ら
ソ
ネ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
の
罪
を
嘆
き

(m) 

た
い
な
ら
悲
し
み
と
敬
度
の
歌
が
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
る
。
続
く
『
歌
」
に
お

い
て
も
、
早
く
も
タ
イ
ト
ル
・
ペ
ー
ジ
の
中
で
、
「
厳
粛
な
曲
も
あ
れ
ば
陽
気
な

(
初
)

曲
も
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
集
い
や
芦
に
適
す
る
」
と
述
べ
る
こ
と
で
、
楽
譜
集
が

様
々
な
編
成
や
声
域
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
内
容
の
幅
広
さ
は
、
さ
ら
に
各
々
の
献
呈
文
や
読
者
へ
の
書
簡
の
各
所

で
も
繰
り
返
さ
れ
る
。

事
実
ま
た
、
そ
の
全
体
的
な
構
成
を
見
て
も
、
「
詩
編
:
・
」
と
『
歌
』
は
様
々

な
曲
か
ら
な
る
。
ま
ず
『
詩
編
・
:
」
は
、
そ
の
序
文
通
り
、
「
種
々
の
気
分
を
満

足
さ
せ
る
」
よ
う
な
様
々
な
歌
詞
内
容
を
持
つ
曲
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
楽
譜
集
全
体
が
、
タ
イ
ト
ル
に
即
し
て
以
下
の
四
項
目
に
分
類
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
「
詩
編
」
(
司
邑
B
O日
)
、
「
ソ
ネ
ッ
ト
と
パ
ス
ト
ラ
ル
」
(
∞

8
5
z

g
a
g開

門

O
E伯
)
、
「
悲
し
み
と
敬
度
の
歌
」

(ωgm目

。

『

E
E
2
2
E
2
3
)
、

「
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
シ
ド
ニ
ー
卿
閏
下
の
葬
送
歌
」
(
司
5
2
5
E
E話
回
え
昏
曲
目

E
Oロ
O
B
σ
z

。nE・∞町
E
E
f
ω
-
E
4
国内ロ一

mZ)
。
実
際
の
歌
詞
を
見
て
も
、
「
詩

編
」
、
「
悲
し
み
と
敬
鹿
の
歌
」
、
「
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
シ
ド
ニ
ー
:
・
」
の
場
合
は
、

厳
粛
な
気
分
や
憂
替
な
気
分
を
表
現
し
、
「
ソ
ネ
ッ
ト
と
パ
ス
ト
ラ
ル
」
の
場
合

は
、
生
や
恋
の
喜
憂
を
表
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
次
に
『
歌
』
で
も
、
そ
の

序
文
で
強
調
さ
れ
た
多
様
性
は
、
全
体
の
構
成
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
そ
の
歌
詞
は
、
詩
編
な
ど
聖
書
を
題
材
に
し
た
宗
教
的
な
も
の
か
ら
、
恋
愛
、

{
幻
)

あ
る
い
は
道
徳
的
、
教
訓
的
な
内
容
な
ど
多
様
性
に
富
む
の
で
あ
る
。

句

3

・'
E

・司
4

音
楽
様
式
と
編
纂

|
|
流
行
す
る
イ
タ
リ
ア
世
俗
声
楽
様
式
の
模
倣
|
|

35 

こ
の
よ
う
な
『
詩
編
:
・
」
と
「
歌
』

の
多
様
な
性
格
は
、
各
楽
曲
の
様
式
に

も
当
て
は
ま
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
一
方
で
、
陰
欝
な
内
容
を
持
つ
歌
詞
に
は
、

荘
重
な
雰
囲
気
の
音
楽
を
付
す
。
具
体
的
に
は
、
跳
躍
が
少
な
く
、
大
き
な
音

価
(
音
の
長
さ
)
で
形
成
さ
れ
た
旋
律
を
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
に
用
い
て
い
る
(
譜

例
l
)
。
他
方
、
恋
愛
歌
な
ど
軽
い
内
容
を
持
つ
歌
詞
に
は
、
小
さ
い
音
価
が
多

AM} 

く
跳
躍
の
頻
繁
に
入
っ
た
旋
律
を
用
い
た
り
、
ホ
モ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
に
進
行
す
る

箇
所
を
時
折
織
り
混
ぜ
る
こ
と
で
、
軽
快
に
響
く
音
楽
を
付
け
て
い
る
(
譜
例

2
)
。
但
し
、
曲
の
様
式
に
見
ら
れ
る
そ
う
し
た
多
様
性
は
、
歌
詞
の
意
味
を
尊

重
し
よ
う
と
す
る
パ

l
ド
の
作
曲
手
法
か
ら
生
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る

(
こ
の
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諸例 l バード「もし罪人のため息が」

(“If白ata sinner' s剖ghs")

『詩編…J(1588) CVWB. vol. 12， p. 159. 

間拘併・・..回同剛"“

よ
う
な
手
法
は
、
当
時
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
い
ま
だ
必
ず
し
も
一
般
的
で
な

=骨ー

諸例2 バード「アマリリスが踊れば」

("Though Amaryllis dance") 

『詩編…J(1588) CVWB. vol. 12， p. 60. 

こ
う
し
た
多
様
性
は
、
多
く
の

一
般
受
容
者
の
獲
得
を
狙
っ
た
結

果
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
は
各
々
の

楽
譜
の
編
纂
過
程
か
ら
も
わ
か
る
。

ま
ず
『
詩
編
:
・
』
に
収
め
ら
れ
て

い
る
曲
の
大
半
は
、
元
々
、

コ
ン

ソ
ー
ト
・
ソ
ン
グ
(
独
唱
部
と
4

声
の
伴
奏
部
か
ら
な
る
声
楽
曲
)

と
し
て
書
か
れ
て
い
た
が
、
パ
ー

ド
は
出
版
の
際
、
こ
れ
ら
の
コ
ン

ソ
ー
ト
・
ソ
ン
グ
を
、
伴
奏
部
に

36 

も
歌
詞
を
当
て
は
め
る
こ
と
で
、

5
戸
部
の
無
伴
奏
多
声
楽
曲
と
し

て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
マ
ド
リ
ガ
ル
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
声
楽
曲
に
編
曲

(
お
)

し
た
の
で
あ
り
、
当
時
流
行
の
イ
タ
リ
ア
的
世
俗
声
楽
様
式
を
取
り
入
れ
た
の

か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
)
。
そ
の
結
果
、
歌
詞
の
内
容
が
幅
広
い
『
詩
編
・
:
」
と

『
歌
』
は
、
同
じ
く
そ
の
音
楽
様
式
も
多
様
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
『
詩
編
・
:
」
は
全
て
の
曲
が

5
戸
部
で
あ
っ
た
が
、
進
ん
で
『
歌
』
で

で
あ
る
。

続
く
『
歌
』
に
は
、
こ
の
よ
う
な
コ
ン
ソ
l
ト
・
ソ
ン
グ
か
ら
の
改
作
は
ほ

は
、
「
あ
ら
ゆ
る
集
い
や
芦
に
対
応
す
べ
く
、

3
1
6
芦
部
の
歌
曲
集
を
出
版
す

る
」
と
序
文
で
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
曲
の
編
成
ま
で
も
が
多
様
と
な
っ
て
い

と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
、
「
詩
編
・
:
』
と
は
異
な
り
出
版
に
際
し
て
大
半

(
幻
)

の
曲
を
新
作
し
た
と
見
ら
れ
る
『
歌
」
で
は
、
バ
ー
ド
が
そ
も
そ
も
作
曲
当
初

譜
集
の
中
で
も
ほ
と
ん
ど
例
を
見
な
い
の
で
あ
る
。

る
。
管
見
に
よ
る
限
り
、

3
1
6
声
部
と
い
う
編
成
の
幅
広
さ
は
、
当
時
の
楽

た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
事
実
、
『
歌
」

か
ら
マ
ド
リ
ガ
ル
風
の
、

つ
ま
り
流
行
の
イ
タ
リ
ア
風
声
楽
様
式
を
用
い
て
い

の
序
文
で
パ

l
ド
は
、
「
前
回
の
出
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(
お
)

版
が
好
評
だ
っ
た
こ
と
が
、
私
に
新
た
な
出
版
の
決
意
を
さ
せ
た
」
と
述
べ
る
。

バ
ー
ド
は
、
「
詩
編
・
:
」

の
成
功
を
受
け
て
、
『
詩
編
・
:
」
と
同
じ
く
多
様
性
に

富
み
、
流
行
の
イ
タ
リ
ア
世
俗
声
楽
様
式
を
持
つ
楽
譜
集
を
出
版
す
べ
く
、

『
歌
』
を
新
た
に
創
作
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

句

J

・
内
正

『
詩
編
:
・
」
と
『
歌
」
に
表
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰

し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
点
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な

い
わ
ば
世
間
へ
の
迎
合
的
な
性
格
の
強
い

「
詩
編
:
・
」
と
『
歌
」
に
お
い
で
す

ら
、
や
は
り
パ

l
ド
の
強
い
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
が
読
み
取
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

先
の

1
・
2
で
述
べ
た
よ
う
な
彼
の
ラ
テ
ン
語
宗
教
声
楽
曲
集
と
比
較
す
る
と
、

『
詩
編
・
:
」
や
『
歌
」
の
カ
ト
リ
ッ
ク
性
は
僅
少
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
両
楽
譜
集

が
宮
廷
の
要
職
に
就
く
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
人
々
に
献
呈
さ
れ
(
本
稿
お
頁
参

照
)
、
幅
広
い
受
容
者
の
獲
得
を
目
的
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
当
然
と
い
え
よ

、「，，。
「
詩
編
・
:
」
と
『
歌
』
に
お
け
る
パ

l
ド
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
は
、
と
り
わ
け

両
楽
譜
集
で
彼
が
選
択
し
た
歌
詞
の
内
容
に
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、

最
も
明
確
に
カ
ト
リ
ッ
ク
と
関
連
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
『
詩
編
・
:
」

に
収
め
ら
れ
た
、
「
何
故
、
私
は
紙
と
イ
ン
ク
と
ベ
ン
を
使
う
の
か
?
」
(
E
当
S

a
o
同

5
0
B
U『
句
者
2
・
Z
宮

grMmgoy)
で
あ
る
。
上
述
の
よ
う
に
、

1
4
F
D円
i

0
年
代
以
降
、
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
弾
圧
は
激
し
く
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
歌
詞

は
、
『
詩
編
・
:
』
が
出
さ
れ
る

7
年
前
の

1
5
8
1
年
に
処
刑
さ
れ
た
カ
ト
リ
ッ

ク
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
、

(開

a
s
zロ
色
。
町
民
吋
】
目

u-op

エ
ド
マ
ン
ド
・
キ
ヤ
ン
ピ
オ
ン

2
0
1
∞-) 
の
死
を
悼
ん
で
、
詩
人
ヘ
ン
リ
l

・
ウ
ォ
ル
ポ

l
ル

(国

g
q

毛色唱。一
n
・
5
u∞
1
8
)
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
キ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
処
刑
は
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
に
強
い
衝
撃
を
与
え
、
以
後
、
カ
ト
リ
ッ

ク
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
る
政
治
的
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
急
増
す
る
な
ど
、
カ
ト

(
拘
)

リ
ッ
ク
教
徒
の
活
動
は
再
活
発
化
し
た
。
パ

l
ド
は
、
『
宗
教
声
楽
曲
集
l
」

(
】
凶
∞
@
)
に
も
キ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
死
を
悼
ん
で
書
い
た
と
思
わ
れ
る
別
の
曲
を
掲

(ω) 

載
し
て
お
り
、
他
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
同
様
、
こ
の
処
刑
に
衝
撃
を
受
け
、
『
詩

編
・
:
」
(
】
凶
∞
∞
)
に
も
こ
の
歌
詞
を
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
る
ほ
ど
、
『
詩
編
・
:
』
と
『
歌
』
に
含
ま
れ
る
歌
詞
に
、
「
何
故
、
私
は
紙

37 

と
イ
ン
ク
と
ベ
ン
を
使
う
の
か
?
」
ほ
ど
カ
ト
リ
ッ
ク
性
が
明
確
な
も
の
は
他

に
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
そ
の
楽
曲
の
歌
詞
の
多
く
が
、
「
悔
俊
」
や
「
嘆

き
」
と
い
っ
た
陰
欝
な
内
容
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
特
に
、

(“) 

『
歌
」
の
冒
頭
に
あ
る
、
「
七
つ
の
悔
俊
詩
編
」

2
2
2
3
E
Rロ
E
-
P白
百
回
)
に
付

け
ら
れ
た
一
連
の
曲
は
、
バ
ー
ド
が
「
悔
俊
」

(
F
E
B
R
O
)
と
い
う
テ
l
マ
に

大
き
な
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
聖
書
の
個
々
の
悔
俊
詩
編
に
対
し

て
だ
け
で
は
な
く
、
七
つ
の
悔
俊
詩
編
の
全
体
に
一
連
の
曲
を
付
け
る
こ
と
は
、

当
時
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
非
常
に
珍
し
く
、
管
見
に
よ
れ
ば
、
パ
l
ド
以
前

(
幻
}

に
も
以
後
に
も
ほ
と
ん
ど
い
な
い
の
で
あ
る
。

と
り
わ
け
注
目
す
べ
き
は
、
七
つ
の
悔
俊
詩
編
の
う
ち
、
四
つ
目
に
あ
た
る
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詩
編
第
印
番
、
「
神
よ
、
憐
れ
み
た
ま
え
」

(ZEお
お
お

B
O
T
U
n
g
-
-
)

で
あ
る
。

こ
れ
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
関
わ
ら
ず
、
当
時
の
作
曲
家
に

好
ん
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
モ
ン
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
の
歌
詞
は

l

5
8
0年
代
以
降
、
カ
ト
リ
ッ
ク
弾
圧
の
激
化
と
と
も
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の

(
必
)

カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
間
で
特
別
な
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
カ

ト
リ
ッ
ク
教
徒
た
ち
は
処
刑
さ
れ
る
際
、
処
刑
人
が
彼
ら
を
処
刑
す
る
こ
と
で

負
う
罪
の
許
し
を
神
に
請
う
た
め
、
こ
の
詩
編
を
絞
首
台
上
で
唱
え
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
に
と
っ

て
、
こ
の
詩
編
は
迫
害
や
殉
教
を
暗
示
す
る
も
の
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

実
際
、
パ

l
ド
自
身
、
「
歌
』
ば
か
り
で
は
な
く
、
『
宗
教
芦
楽
曲
集
2
」
の
中

で
も
、
別
の
旋
律
に
よ
る
「
神
よ
、
憐
れ
み
た
ま
え
」
を
出
版
し
て
い
る
。

確
か
に
、
当
時
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
英
訳
さ
れ
ま
た
韻
律
化
さ
れ
た
詩

編
集
が
莫
大
な
人
気
を
集
め
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
詩
編
に
簡
単
な
和
音
付
き

の
旋
律
が
付
け
ら
れ
た
詩
編
歌
集
を
は
じ
め
、
詩
編
を
歌
詞
に
用
い
た
楽
譜
集

の
出
版
が
次
々
と
行
な
わ
れ
、
成
羽
を
収
め
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
詩

編
」
や
『
歌
』
に
お
い
て
パ

l
ド
は
、
悔
俊
や
嘆
き
を
表
す
詩
編
ば
か
り
を
歌

詞
に
用
い
て
出
版
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
作
曲
家
は
他
に
は
い
え
円
。
以
上
の

よ
う
に
詳
し
く
見
る
な
ら
ば
、
両
楽
譜
集
の
歌
詞
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
性
は

明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

結
バ
ー
ド
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
英
国
国
教
会
が
支
配
す
る
社
会
に
あ
り
な

が
ら
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
を
中
心
に
楽
譜
出
版
を
行
な
っ
た
。
と
り
わ
け
、

l

5
9
2
年
以
後
の
後
期
に
そ
の
よ
う
な
傾
向
は
一
層
強
ま
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
典

礼
を
意
図
し
た
作
品
の
み
を
出
版
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
以
上
示
し
た
よ

う
に
、
パ

l
ド
の
楽
譜
出
版
の
中
期
に
出
版
さ
れ
た

4
冊
の
楽
詩
集
、
『
詩
編

:
・
」
、
『
歌
」
、
『
宗
教
声
楽
曲
集
l
・
2
』
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
『
宗
教
声
楽

曲
集
1
・
2
』
に
は
、
パ

l
ド
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
が
明
瞭
に
見
ら
れ
、
後
期

の
カ
ト
リ
ッ
ク
性
の
強
い
楽
譜
出
版
を
先
取
り
し
て
い
た
。
確
か
に
「
宗
教
戸

楽
曲
集
1
』
と
ま
さ
に
同
じ
年
に
出
版
さ
れ
た
『
歌
」
や
、
前
年
に
出
版
さ
れ

38 

た
『
詩
編
:
・
」
か
ら
は
、
バ
ー
ド
が
む
し
ろ
楽
譜
受
容
者
の
幅
広
い
獲
得
を
目

指
す
と
い
う
、
迎
合
性
・
「
世
俗
性
」
が
窺
え
る
。
し
か
し
彼
は
、
そ
の
よ
う
に

幅
広
い
楽
譜
受
容
を
意
識
し
な
が
ら
も
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
を
表
出
せ
ず
に
は

い
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
パ

l
ド
中
期
の
楽
譜
出
版
に
は
、
幅
広
い
楽
譜
受
容
に
対
す

る
意
識
と
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
と
い
う
こ
面
性
が
存
在
し
、
彼
が
次
第
に
カ
ト
リ

ツ
ク
信
仰
と
い
う
側
面
に
傾
斜
し
て
い
く
様
子
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
す
れ

ば
、
や
は
り
パ

l
ド
の
創
作
活
動
の
源
に
は
、
最
終
的
に
、
何
よ
り
も
そ
の
固

い
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
が
最
も
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ

で
は
、
楽
譜
受
容
に
対
す
る
意
識
と
信
仰
と
い
う
こ
面
性
は
、
パ

l
ド
の
中
期



ウィリアム・バード中期の楽譜出版活動における二面性
一一楽譜畳容に対する意識とカトリック信仰一一

の
楽
譜
出
版
活
動
に
の
み
生
じ
た
特
異
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
あ
る
い
は
、

バ
ー
ド
の
み
な
ら
ず
他
の
作
曲
家
の
活
動
に
も
見
出
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
っ
た

の
か
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
点
を
広
く
考
察
す
る
こ
と
で
、
楽
譜
出
版
活
動
が
浸

透
し
始
め
た
時
期
の
作
曲
家
に
と
っ
て
の
創
作
の
源
泉
を
明
ら
か
に
し
、
作
曲

家
に
と
っ
て
の
楽
譜
出
版
の
意
義
を
論
じ
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。

本
稿
で
参
照
し
た
楽
譜
集
の
初
版
、
所
蔵
す
る
図
書
館
名
と
そ
の
カ
タ
ロ
グ
番
号
は

以
下
の
通
り
。
(
回
「
H
∞
ユ
巴
田
町
巴
g
s
・

0
回
H
O
H
向
。
五
回
o
a
a
g
E
寄
与
・
。
の
H

O
U
R
H
1
0
a
・
。
F
弘
氏
。
F
E
B
F
F
S
『
民
吋
・
)

回句円
p
t弓
-
-
-
U
B
・
p
n
ぎ
な
-
~
円
。
詰
問
H
h
s
h
H
h
s
h
h
p
b
E
O
ロ
・
ロ
∞
∞
U
回
r
r
-
M
-
同
・
3
・

I
l
l
・
守
誌
な
ミ

P
昌
弘
『
R
S
H
E
ミ
ヱ
「
g
a
o
p
H
U
∞
唱
u
o
p
h
お
唱
ム
主
)
・

I
l
-
-
E
守
ミ
、
コ
.
5
E
h
h
a
n
s
s
s
g
z
R
む
司
Z
S
(
F
O
ロ
色
O
E
-
-
u
∞
汗
O
P
ム
∞
唱
ム
唱
h
H
)
・

-
H
K
守
内
『
h
町
内
E
E
h
H
H
h
h
h
a
円
言
語
、
a
s
=
き
=
R
5
(
問
、
。
E
o
p
-
u
m
-
-山

o
p
品
∞
唱
ム
宮
)
・

|
|
-
[
ミ

gh耳
切
さ
H
S
]
(
凹
・

--h・
丹
o
p
ム
∞
E
Z
)
・

I
l
l
・
[
ミ
ロ
包
》
?
も
さ
同
町
内
』
]
(
臼
・

---P
向
日
u
o
p
h
お
唱
ム
宝
)
・

|
|
-
[
ミ

8
・
守
二
-
e
x
a
]
(
こ
・
・
ロ
・
色
u
o
p
ム
沼
-
s
s
・

-
h
u
h
a
N
5
2
・
旬
。
=
h
h
s
h
H
旬
。
一
室
内
2
9
0
口
向
日
8
・
広
三
一
o
p
A
H
∞
唱
ム
巾

was-

宮
Z
E
U
〉
』
O
E
ロ
・
』
円
。
=
句
h
g
h
町
、
h
a
5
2
9
0
ロ
円
四
O
ロ
・
-
U
E
一
o
p
会
。
，
品
川
玄
)
・

J
問
。
ロ
加
問
・
z
n
F
O
E
-
h
h
h
h
h
R
2
5
5
b
笠
担
白
(
F
O
ロ
色
O
ロ
・
-
U
∞
∞
一
回
H
i
m
-
冨
・
ロ
・
m
-
M
)
・

さ
ら
に
、
以
下
の
校
訂
版
を
参
照
し
た
。

呂
町
内
向
】
~
t
Q
え
て
む
町
民
』
更
。
、
な
ミ
ヨ
~
~
h
b
s
凶
H
A
E
-
開

a
B
Z
E
E
-
明
白
】
-
o宅
2

9
0
ロ
仏
O
R
m
s
-
口
町
『
伶
回
目
-
r
s
u斗
E
U
O
一
n
s
s
と
略
)
・

吋』町内切して『h同NN氏九H町。=・。刊回目門担-向島・同MEロ司回目ロ(FO口弘O口HMW円包口同町一件回oz・-唱吋{}・一

切
閃
と
略
)
・

注(
1
)

パ
l
ド
研
究
と
し
て
は
、
宮
吉
国
色
町
デ
モ
ミ
E
S
匂}え
~
C
S
Hな
さ
喜
久
.HF同

n
p
唱
え
均
ミ
ミ
(
〉
E
S
F
O
向
日
∞
n
o
-
貨
同
y
・
3
U
3
が
最
も
新
し
い
。
先
駆
的
研
究
と

し
て
重
要
な
も
の
に
は
、
E
B
E
ロ
仏
国
・
忠
宏
君
g
-
ミ
M
S
b
s
h
w
H
主

M
E
a
-

P
E
E
R
O
U
Q
O
『
a
d
ロ
ぞ
・
司
-
L
E
∞
)
が
あ
る
。

(
2
)
回
世
紀
後
半
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
楽
譜
出
版
活
動
に
つ
い
て
は
、

。
。
E
E

芦
穴
E
S
E
m
-
-
h
y
え
ま
ミ
E
丸
町
、
2.
ミ
円
高
ロ
己
・
む
き
(
F
o
E
O
R

回
-
E
o
m
g
z
g
-
ω
。
n
w
q
・
3
司
)
。
バ
ー
ド
が
得
た
楽
譜
出
版
に
関
す
る
独
占
権

に
つ
い
て
は
、
同
り
巳
宮
者
向
少
。
、
.
円
h
H
・
・
沼
y
叶
・
H
C
U
出
向
-
n
u
p
。
、
.
円
九
H
・
・
沼
y
u
u
-
u
J
Y
同
色
ロ

聞
広
三
O
ロ
釦
ロ
品
』
O
F
ロ
冨
E
o
s
-
z
m
E
F
a
g
宮
町
宮
司
江
田
丹
色
い
冨
E
m
w
E
唱
。
円
自
色

宮
門
g
z
z
ω
E
m
m
E
F
E
n
g
z
q
m
E
m
H
S
門
戸
3

a
『

2
3
s
~
ミ
H
E
b
s
内
乱
g
=

』
h
t
h
m
円
。
~
。
同
庁
ミ
旬
。
s
q
・
H
H
H
〈
広
(
苫
∞
品
)
・
回
以
唱
・
8
・

(3)

英
国
国
教
会
で
は
、
「
聖
餐
式
」
(
出
o
-
q
の
o
S
S
E
-
o
ロ
)
と
呼
ば
れ
る
。

(
4
)

ト
マ
ス
・
タ
リ
ス
(
d
H
o
g
g
吋
白
医
師
司
白
ロ
ヨ
・
叶
回
-
w
同
]
・
5
8
頃
1
E
)
と
の
共

同
作
品
で
、
パ
l
ド
、
タ
リ
ス
双
方
の
作
品
が
、
各
口
曲
ず
つ
収
め
ら
れ
て
い

る。

(
5
)
い
ず
れ
も
カ
ト
リ
ッ
ク
典
礼
で
使
用
さ
れ
る
一
連
の
ミ
サ
通
常
文
(
キ
リ
ェ
、

グ
ロ
リ
ァ
、
ク
レ
ド
、
サ
ン
ク
ト
ゥ
ス
、
ア
ニ
ユ
ス
・
デ
イ
)
か
ら
な
る
。
以
下

を
参
照
。
P
E
S
-
H
出
向
ミ
b
h
h
a
s
h
同
ミ
。
E
h
b
『
ま
~
~
言
語
与
え
(
F
O
ロ
色
O
R
E
Z
F

H
U
∞
3
・
宅
-
Z∞
-
M
H
凶
・
ま
た
、
『
ミ
サ
』
は
い
ず
れ
も
タ
イ
ト
ル
・
ペ
ー
ジ
と
献
呈

文
を
欠
く
。
そ
の
出
版
年
に
つ
い
て
は
、
同
M
n
円
R
O
E
-
o
F
E
E
E
S
E
E
-
)
民
向
白
雪

国
『
『
岳
E
E
ロ
富
良
国
o
p
-
-
ミ
毘
崎
町
内
A
m
E
E
S
H
E
-
(
S
a
a
)
咽
同
七
・

(
6
)

「
グ
ラ
ド
ゥ
ア
リ
ア
」
(
「
グ
ラ
ド
ゥ
ア
レ
」
の
複
数
形
)
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
典

礼
で
使
用
さ
れ
る
聖
歌
本
の
う
ち
、
ミ
サ
固
有
文
を
集
め
た
も
の
を
指
す
。
バ
ー

ド
の
『
グ
ラ
ド
ゥ
ア
リ
ア
』
も
、
聖
母
や
諸
堅
人
の
祝
日
、
あ
る
い
は
降
誕
祭
、

復
活
祭
な
ど
、
一
年
の
様
々
な
祝
日
や
各
行
事
の
た
め
の
ミ
サ
固
有
文
に
よ
る
曲

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
。
同
・
出
・
回
・
の
o
-
-
吉
田
・
z
g
邑ぱ

E
E
n
E
R
z
z
g
w
n
・
3
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ミ
E
九
円
偽
同
h
H
R
a
-
ぞ

(
S
M
3
・
M
2
・
a
o
h
穴
2
5
p
也
、
.
円
九
?
苫
-
M
-
令
官
。
・

(7)

楽
譜
が
付
い
た
宗
教
書
・
理
論
書
・
手
引
書
の
類
を
除
く
。

(
8
)
マ
ド
リ
ガ
ル
は
、
凶
世
紀
か
ら
げ
世
紀
に
か
け
て
イ
タ
リ
ア
で
流
行
し
た
世
俗

的
な
歌
調
を
持
つ
無
伴
奏
の
多
声
声
楽
曲
。
日
世
紀
終
わ
り
頃
に
は
、
ポ
リ
フ
ォ

ニ
ツ
ク
な
書
法
(
複
数
の
声
部
が
、
独
立
し
て
進
行
す
る
書
法
)
を
基
調
と
し
た

5
声
部
に
よ
る
の
も
の
が
一
般
的
。
ヵ
ン
ツ
ォ
ネ
ッ
ト
は
、
民
世
紀
末
1
M
世
紀

に
イ
タ
リ
ア
で
流
行
し
た
世
俗
的
な
歌
詞
を
持
つ
多
声
声
楽
曲
。
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
に
は
、
マ
ド
リ
ガ
ル
よ
り
も
遅
れ
時
世
紀
最
後
の
数
年
間
に
到
来
。
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
で
作
曲
さ
れ
る
カ
ン
ツ
ォ
ネ
ッ
ト
は
、
マ
ド
リ
ガ
ル
と
の
相
違
が
あ
ま
り

厳
密
で
な
い
が
、
マ
ド
リ
ガ
ル
が
よ
り
深
刻
な
歌
詞
を
持
つ
こ
と
が
多
い
の
に

対
し
、
カ
ン
ツ
ォ
ネ
ッ
ト
は
、
歌
詞
の
内
容
が
軽
く
、
曲
が
短
い
こ
と
が
多
か
っ

た
。
の
で
の
g
N
0
5
5
・
J

Z
冨
包
ユ
加
担
-
3
・
宰
宅
。
否
認
巴
円
足
。
E
ミ
ミ
ミ
E
h
』
円
白
ミ

ミ
E
E
S
旬
、
N
E
E
-
(
N
8
9
・
〈
O
-
-
u
-
司
自
∞
回
二
O
H
・
-
p
u
a
E
S
・

(
9
)

内
『
・
甲
山
8
・
宅
・
円
h
F
・
3
・
M
S
・
己
山
河
合
同
ミ
ミ
ミ
宮
尽
き
主
。
E
ご
吉
旬
。
E
『
町
四
旬

shh-丘町むたわω2・〉-回(戸市】血〔〕
a

)

・

(
叩
)
残
り
の
幻
冊
の
内
訳
は
、
宗
教
声
楽
曲
集
が
8
冊
、
リ
ュ

l
ト
歌
曲
を
中
心
と

し
て
編
纂
さ
れ
た
世
俗
声
楽
曲
集
が

4
冊
、
器
楽
曲
集
が
3
冊
、
ピ
チ
ニ
ウ
ム

(
2
戸
部
の
声
楽
曲
)
が
3
冊
、
宗
教
声
楽
曲
と
世
俗
声
楽
曲
の
混
合
曲
集
が

3

冊
で
あ
る
。

(
日
)
の
同
・
ぞ
a
q
F
・
巧
一
g
邑
-
f
ミ
E
h
宣
言
旬
吉
岡
高
~
s
h
o
円
九
S
H
Y
O
S
M
U
S
E
H
E
H
S

円
リ
-
p
b
之
内
h
h
(
Z
o
t
ξ
J
E
円
昨
日
ロ
白
の
曲
目
M
O
-
-
唱
U
3
・
同
高
Y
N
U
N
-
司
・

(ロ
)
z
w
v
o
-
a
J
R
O
口
開
ρ
ミ
E
h
h
円
b
苛
む
と
お
~
』
W
E
b
-
、
H
a
z
o
u
a
F
n
a
-
o
p
丘
町
四
・
〉
-
E
・
『
・

(
日
)
の
同
・
即
時
n
m
-
告
・
門
司
H
3
3
・
M
S
・
-
凶
・

(
H
)
(
5
)
と

(6)
を
参
照
。

(
日
)
国
民
-
m
u
〉
号
-
n
h
H
3
向
者
・
凶
ヨ
ム
0
・
『
グ
ラ
ド
ゥ
ア
リ
ア
」
が
こ
の
よ
う
な
秘
密
裏

に
行
な
わ
れ
る
典
礼
に
効
果
的
で
あ
っ
た
事
実
に
つ
い
て
は
、
回
目
B
g
r

u
n
-
a
u
g
-
E巴
z
a
w
己
〉
名
目
n
a
o
町
田
『
『
仏
ぱ
C同
k
p
b
q
k
同
F
E
-
-
-
g
向
ミ
S
九
円
ミ

。E号
、
守
・
丘
町
(
戸
唱
。
3
・
コ
・
3
u
P
5
8
・
。
、
.
円

F
宅
・
ピ
ヂ
ピ
∞
山
那
須
輝
彦

「
W
・パ

l
ド
の
〈
グ
ラ
ド
ゥ
ア
リ
ア
〉
出
版
事
情
再
考
」
、
『
音
楽
学
』
、
第
羽

巻
、
2
号
2
3
3
・
己
∞
心
∞
・

(日
)

3
冊
の
「
ミ
サ
』
に
は
、
タ
イ
ト
ル
・
ペ
ー
ジ
の
み
な
ら
ず
献
呈
文
も
無
い
。

名
前
な
ど
を
伏
せ
る
こ
と
で
、
楽
譜
集
の
カ
ト
リ
ッ
ク
的
な
性
格
や
作
曲
者
を

隠
蔽
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
一
般
に
推
測
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
出
版
に

大
き
な
危
険
を
伴
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
『
グ
ラ
ド
ゥ
ア
リ
ア

1
・
2
」
の
出
版

背
景
に
つ
い
て
は
、
那
須
の
前
掲
論
文
を
参
照
。
し
か
し
、
パ

l
ド
が
何
故
、
カ

ト
リ
ッ
ク
典
礼
音
楽
の
要
素
を
強
く
持
つ
『
ミ
サ
』
や
『
グ
ラ
ド
ゥ
ア
リ
ア

1
・

2
』
を
出
版
し
た
の
か
、
ま
た
そ
れ
が
可
能
だ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ

に
不
明
な
点
が
残
る
。

(
口
)
』
O
回
同
志
野
B
R
A
Z
E
-
N
白
宮
門
F
B
玄
2
2
〉
ω
門
口
々
0
同
同
，
n
H
a
p
乙
AEn---

句
H
R
弘
吉
弘
ご
と
P
Z
B
E
E
R
-
H
(
s
a
N
)咽

M
叶
凶
・
凶
。
∞
u
h
$
5
2
4弓
F
Z
U
B
回
同
区
白
品

目
E
o
n
a
s
o
-
-
n
m
・
3
之
内
宅
可
。
込
河
内
て
た
宅
ミ
旬
。
。
P
忠
治
(
コ
玄
a
s
司
)
・
お
-
u
a
一

宰
司
F
H
出
向
ミ
a
h
a
s
h
H
ミ
。
E
H
ミ
.
5
~
~
E
a
与
え
(
F
O
E
S
H
E
Z
F
-
混
同
)
・
3
・

日当
'
U
品・

(

児

)

開

-m-
注
目
回
8
5
r
p
a
R
O
B
~
R
S
-
-
W
O
H
主
。
=
a
h
町
R
E
向
、
同
ミ
い
明
白
一
喝
」

(「

O
口
弘
O
R
虫
色
ロ
2
h
r
回
目
ロ
・
日
甲
∞
∞
)
・
宅
・
?
と
二
以
内
5
・
刷
4
n
p
a
s
h
w
拘
〈
o
-
-
U
H

内

u
g
H
H
h
。
=
a
h
b
円
、
む
間
同
町
「
~
u
u
』
」
(
F
O
ロ
品
。
ロ
一
切
S
Z
R
h
w
切

oz・同市
W

∞】)・司}u・〈
B

仲良

国民-nu〉。hu・町民同--RYMM吋心∞・

(印
)
P
E
B
-
-
d
H
O
E
S
『
S
S
宮
0
5
・
3
M
吋
u
・
s
・

(却
)
S
F
苫
-
M
S
E
3
u
P
E
g
-
g
?
ミ
a
h
a
ね
え
』
向
。
H
S
-
宅
・
3
ム
a
・

(
幻
)
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
モ
ン
ソ
ン
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
書
い
た
政
治
的

文
書
を
参
照
す
る
こ
と
で
カ

l
マ
ン
の
指
摘
を
裏
付
け
る
試
み
を
行
な
っ
て
い

る
。
。
邑
加
冨
O
ロ
M
O
ロ
・
ま
回
同
『
子
岳
町
内
陣
門
F
o
z
n
m
-
g
品
目
F
O
Z
2
2
・
3
同
S
込
H
h
S
司

ミ
ロ
H
町
内
町
-
g
y
h
s
h
b
同
ミ
ミ
ミ
ミ
.
F
E
同
ミ
ミ
ミ
同
与
句
a
g
h
同
河
s
s
.
h
h
g
R
包
-

u
o
-
o
沼
田
司
町
田
n
m
(
Z
o
d
ミペ
O『WHO回目10円円HCE〈・同M・・3U3・間話回・凶品目山・叶hH・
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(
辺
)
こ
れ
ら
の
カ
ト
リ
ッ
ク
貴
族
に
よ
る
音
楽
庇
護
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。

E
n
p
告
・
円

F
苫
-
-
u
a
・
2
・
と
り
わ
け
、
ピ
l
タ
男
爵
家
に
よ
る
音
楽
庇
護
に
つ

い
て
は
、
同
》
ユ
n
p
屯
・
円
h
F
・
3
・

g
・2・

(
お
)
ハ
ッ
ト
ン
、
ハ
ン
ス
ド
ン
男
爵
に
つ
い
て
は

F
丘
町
予
告
・
円
む
よ
匂
・
5
N
・
カ
ン
パ

ー
ラ
ン
ド
伯
に
つ
い
て
は
、
国
同
ユ
n
予
告
・
円
h
F
-
司
・
5回
一
回

Mユn0・。、.町弘子同u・広吉・

(M)

す
な
わ
ち
、
パ
l
ド
が
被
献
呈
者
で
あ
る
第
四
代
ウ
ス
タ
l
伯
の
家
に
居
住
し

て
い
た
こ
と
を
示
す
内
容
が
、
バ
ー
ド
の
遺
書
の
中
に
見
出
せ
る
。
パ

l
ド
の
遺

書
全
文
は
、
E
-
0
5
日
・
♀
・
円
九
H
3
宅
-
M
品
・
忠
∞
山
田
邑
予
告
・
円
た
よ
宅
-
U
2
・
3
・

(
お
)
出
向
-
m
u
p
告
・
円
F
苫
・
。
品
'
S
・

(
お
)
h
h
N
V
ミ
ミ
凡
さ
E
h
h
百
円
認
可
E司
H
n
S
号
室
主
ロ
・
宮
間
・
原
文
は
ラ
テ
ン
語
。
訳
出
に
あ

た
っ
て
は
、
回
8
4
そ
ロ
-
E刊

4
0
-
-
u
-
唱
-
E
広
・
の
英
訳
を
参
照
し
た
。

(
幻
)
田
町
『
P
旬
。
晶
ご
ベ
h
E
ミ
2.
司
書
H
R
E
-
-
E
m
o
a
-
g
z
o
p
p
官
同
・

(
お
)
尽
昇
、
h
a
H
5
3
旬
。
=
事
ね
え
守
室
内
p
d
M
O
D
E
-
g
Z
8
・
ロ
・
宮
間
・

(
却
)
g
a
-
h
u
h
b
~
s
a
-
-
s
d
H
O
S
E
-
m
g
田
町
四
m
g
品
目
ア
ロ
・
勺
印
刷
・

(初

)
g邑
-
h
o
=
h
h
b刊
h
F
E
ミ
コ
.
同
ミ
ミ
ミ
2
・
d
M
m
d円

-
o
E凹
0・ロ・官加・

(
幻
)
す
な
わ
ち
、
『
歌
」
の
献
呈
文
で
パ

l
ド
は
、
「
歌
の
多
様
さ
と
種
類
の
多
さ

は
、
芸
術
に
対
す
る
賛
美
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
を
楽
し
む
者
に
と
っ
て
喜
び

と
な
る
こ
と
を
知
っ
て
・
:
」
(
回
『
同
p
h
s
h
h
ミ
h
s
h
主
同
ミ
ミ
R
R
h
d
M
m

u
a
x
邑
o
p
ロ
・
官
加
・
)
と
述
べ
る
。
ま
た
、
同
じ
『
歌
』
の
読
者
へ
の
書
簡
で

も
、
「
多
様
さ
で
も
っ
て
あ
な
た
方
を
喜
ば
せ
た
い
」
、
「
あ
ら
ゆ
る
集
い
や
戸
に

対
応
す
べ
く
、
3
1
6
声
部
の
歌
曲
集
を
出
版
す
る
」
(
守
民
(
叶
O
岳
町
内
ロ
ロ
8
5

m
g
品
。
F
ロ
・
宮
や
)
と
述
べ
る
。

(
詑
)
具
体
的
に
は
、
聖
書
を
題
材
と
す
る
も
の
が
ロ
曲
、
そ
の
他
宗
教
的
な
内
容
を

持
つ
も
の
が

7
曲
、
道
徳
・
教
訓
的
な
内
容
を
持
つ
も
の
が
4
曲
、
恋
愛
に
関
す

る
も
の
が
剖
曲
と
な
っ
て
い
る
(
筆
者
の
分
類
に
よ
る
)
。

(
お
)
(
8
)
を
参
照
。

(
出
)
全
戸
部
が
同
一
の
リ
ズ
ム
で
進
行
す
る
も
の
や
、
特
定
の
戸
部
だ
け
が
独
立

し
、
残
り
の
声
部
が
同
一
の
リ
ズ
ム
で
進
行
す
る
も
の
。

(
お
)
(
出
)
を
参
照
。

(
お
)
こ
の
事
実
は
、
『
詩
編
・
:
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
曲
の
多
く
が
、
出
版
以
前
に

遡
る
数
々
の
手
写
本
の
中
で
、
コ
ン
ソ

i
ト
・
ソ
ン
グ
と
し
て
書
か
れ
た
状
態

で
見
つ
か
っ
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
と
な
っ
た
。
。
同
-
P
-
-
o
S
F
告
・
♀
・
・
宅
-
z
a
・

右
山
口
昌
三
仏
国
『
0
5
・

Z45--U自
国
同
町
長
田
凶
∞
∞
〈
o
-
E
g
o
-
-
-
ミ
s
h円
恥

E
H
R
F

H
H
H
〈
広
三
S
U
3
・
凶
三
・
ゴ
山
富
主
唱
回
『
町
内
F

同
M
H
n
P
8
8
』
同
町
・
5
-
-
-
m
H
ミ
ね
え

-RRQNF

H
円
。
=
h
h
h
g
h
H
n
言
。
g
p
o
ロ
ι
o口口

ω
E
E
R
h
w
w
同
Z
・
-
唱
吋
晶
)
・
目
umv

・〈
'
i・
こ
の
よ
う
に

手
写
本
に
残
さ
れ
て
い
る
曲
は
、
『
詩
編
・
:
』
の
全
楽
曲
中
、
約
三
分
の
二
に
の

ぼ
る
。

(
幻
)
数
々
の
手
写
本
に
見
出
さ
れ
る
『
詩
編
:
・
」
の
原
曲
と
は
異
な
り
、
「
歌
」
に

収
め
ら
れ
て
い
る
曲
が
、
出
版
以
前
に
遡
る
手
写
本
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
前
注
参
照
。

(
犯
)
国
王
-
h
g
h
h
b刊
h
R
え
号
、
『
b
H
Z
5
・
目
。
u
a
-
S
E
E
-
ロ
・
宮
間
・

(
却
)
室
。
ロ
師
O
ロ
告
・
円
H
F
-
U
U
0
・

(
判
)
具
体
的
に
は
、
「
神
よ
、
異
教
徒
達
が
来
た
」
(
-
d
o
g
-
5
5
2
E
m
B
E
-
-
)

で
、
こ
れ
は
、
殉
教
者
を
悼
む
内
容
を
持
つ
詩
編
花
番
の
第
1
節
か
ら
第
4
節

(
ウ
ル
ガ
タ
聖
書
番
号
)
を
歌
詞
と
し
て
い
る
。
モ
ン
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
の
詩

編
は
キ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の
殉
教

者
を
悼
む
際
に
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
た
(
冨
g
g
ロ
・
号
・
円
九
子
凶
2
・
a
M
)
。

(
H
U
)
聖
書
の
詩
編
第
a
・
2
・
3
・
U
O
L
o
-
-
-
巴
-
E
M
番
(
ウ
ル
ガ
タ
聖
書
番
号
)
。

但
し
、
パ

l
ド
が
歌
詞
に
用
い
た
の
は
、
当
時
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
用
い
ら
れ
て

い
た
欽
定
訳
聖
書
(
従
っ
て
、
詩
編
第
P
U
N
-
u
∞
・
2
・
E
N
-
-
U
0
・
z
u
番
)
を

さ
ら
に
韻
律
化
し
た
も
の
。

(
位
)
但
し
、
イ
タ
リ
ア
の
作
曲
家
ジ
ヨ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ク
ロ

l
チ
エ
(
Q
2
8
E

。
8
2
・
5
3
頃
1
H
8
3
に
よ
る
七
つ
の
悔
俊
詩
編
曲
が
、
英
訳
さ
れ
て
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
で
広
昆
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
作
曲
家
で
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は
、
後
年
、
ト
マ
ス
・
ト
ム
キ
ン
ズ

q
z
o
g
g
H
a
O
B
W
E
F
H
U斗
N
1
H
a
u
a
)
に
よ
る

も
の
が
、
死
後
、
そ
の
息
子
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
出
版
は

1
6

6
8年
で
あ
り
、
バ
ー
ド
の
悔
俊
詩
編
曲
か
ら
は
半
世
紀
以
上
の
隔
た
り
が
あ

る
。
以
上
、
拙
稿
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
パ

l
ド
の
悔
俊
詩
編
曲
を
め
ぐ
る
一
考
察

|
|
楽
譜
出
版
と
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
の
狭
間
で
|
|
」
『
広
島
大
学
教
育
学
部
教

科
教
育
学
科
音
楽
教
育
学
研
究
紀
要
」
忌
(
N
O
S
Y

出
・
呂
を
参
照
。

(日

)
Z
g
g
p
告
・
円
む
よ
い
お
・

(
叫
)
例
え
ば
、
パ

l
ド
同
様
、
熱
心
な
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
る
ジ
ョ
ン
・
マ
ン
デ
ィ
(
』

O
Z
Z
E身・

5a頃
1
-
8
3
も
、
詩
編
や
恋
愛

歌
な
ど
様
々
な
歌
詞
を
用
い
た
声
楽
曲
集
、
『
3
、
4
、
5
戸
部
に
作
曲
さ
れ
た

歌
曲
と
詩
編
歌
集
』

(
h
s
h
Z
E
Pえ
さ

a
n。
さ
S
句
、
言
。
同
・
屯
・

2h同

M
・
2
5
)

を
1
5
9
4年
に
出
版
し
て
い
る
。
し
か
し
彼
が
選
ん
だ
詩
編
に
は
、
パ

l
ド
の

そ
れ
と
は
異
な
り
、
神
の
賛
美
や
喜
び
を
表
す
内
容
も
、
嘆
き
や
悔
俊
の
詩
編
と

同
程
度
含
ま
れ
て
い
る
。

(
の
と
は
ら
・
ゆ
み
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